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学友会４０周年記念講演会 

歩んできた 40 年、深まる絆と輝く歴史。⼼ひとつに共に創る未来へ。 

《ルナ・ホール》 
14 時開演 13 時 30分開場 
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興福寺中金堂 落慶法要 平成 30 年 10 月 7 日 

奈良・興福寺の歴史と心の教え 

講師 興福寺寺務老院 
講師プロフィール  

1947 年奈良県生まれ。立命館大学卒業後、興福
寺に入り、1977 年に興福寺子院・菩提院住職に
就任。1989 年から 30 年間にわたり法相宗大本
山・興福寺貫首（かんす）を務めた。任期中は 301
年ぶりとなる中金堂の再建や南円堂の平成大修
理など、寺観の復興事業に卓越した手腕を発揮
した。 
貫首退任後は寺務老院として興福寺の教学・文
化活動に携わっており、寺務を支える傍ら、法相
宗の「唯識」思想の研究や仏教文化の普及に向け
た執筆・講演活動に精力的に取り組んでいる。そ
の深い学識と温和な人柄で、多くの信徒や研究
者から厚い信頼を集める現代仏教界を代表する
高僧の一人。著書に『唯識入門』『心に響く 101
の言葉』『心の探求 12 話』など多数。 

講演概要  
興福寺の創建は、平城遷都の和
銅３年（７１０）に合わせて語ら
れる。その後、旧都の藤原京から
さまざまな寺院が新都の平城京
に移ってくるが、興福寺は正に
その一番乗りだった。本願の藤
原不比等は、遷都を実質的にリ
ードした人だったから、興福寺
の寺域には新都の一等地が当て
がわれた。 
興福寺は法相宗の本山で、主に
私たちの心の構造とそのはたら
きが学ばれ、現在に至っている。
こうしたことの概要をお話しし
たい。 
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一般公開（入場無料） 
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自 由 投 稿 
私は５５年ほど前に学校を卒業して会社に入り、コンピュータを使って製造設備の自動化や生産管理システム

を開発する仕事に就いた。高度経済成長期であり本格的なコンピュータ活用が始まりかけていた。バブル経済

の頃にはパソコンやネットワークシステムが使われ始めたが、第二次ＡＩブーム期でもあり、私達もＡＩ開発

に挑戦した。  

会社を退職して約１０年経った頃に、ＩＴ関係の講演を頼まれた。１年の準備期間をもらって最新のＩＴ活用

状況を調べたが、一番驚いたのは、初めの頃にすごい最新技術だと思ったことが半年も経つとありふれたもの

なる技術進歩の速さであった。上述のＡＩとは次元の違うＡＩが開発され、コンピュータが将棋や囲碁の名人

に勝つようになっていた。しかし、限られた専門技術に関するＡＩであり、人間を普遍的に超えるＡＩにはほ 

ど遠かった。  

ところが今や、多様な質問や依頼にほとんど違和感なく対応出来 

る生成ＡＩ（ChatGPT など）が身近なものになっている。普遍性 

が出てきたのだ。武器やロボットへのＡＩ適用も各国が競い、賢 

いＡＩの暴走も現実味を帯びてきた。今後ＡＩは人間の仕事をど 

んどん奪っていくだろう。これからの若者は何を学びどんな職業 

に就くと良いのだろうか？孫のことを考えると心配になる。ＡＩ 

は今後もますます発達をするだろうが、人とＡＩが協働していく 

社会が来ると考え、それに備えることが大切である。 

AI をちょっと考える     22 期 久保多 貞夫 

学友会親睦ゴルフ大会報告 学友会秋の美術展報告 

学友会 新年を祝う会 
2027.1.13（水） 

14 時開演 
市民センター 

多目的ホールほか 

第１部  越智会長挨拶 髙島市長ご挨拶  

乾杯 鏡開き 懇親会  

第２部  神谷 徹氏 ストローコンサート 

お楽しみ抽選会 

データセンター 

（実⾏委員⻑ 萩野勇）                   

１０月２８日、第１１回親睦ゴルフ大会をロータリー
GC にて開催しました。台風３０号は大陸方面へ抜け
るとの予報が、直前になって日本列島へ直進！晴天祈
願を繰り返し、結果、台風は南に逸れて先ず先ずのゴ
ルフ日和で当日を迎える事が出来ました。 
集いし男女１７名の結果は３９期⼩⻄俊⼆さんがス
コア７７で回り、ベスグロ、エイジシュート、本大会
堂々優勝の三冠王を達成しました。                                                                                 

11 月 5 日〜9 日まで市⺠センターにて第 24 回学友
会秋の美術展が開催されました。多くの方々が訪れ
成功裏に閉幕しました。今回も髙島崚輔芦屋市⻑が
書を出展され、また、昨年同様アンケートによる人気
投票を⾏い、ベストオーディエンス賞を選びました。 
出展数は 74 点、期間中延べ 438 人の来場者を迎えま
した。             （担当 企画Ｇ） 


